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１．はじめに 

 有機太陽電池は、低コストで大面積化が容易

であるといった優れた特徴を有しており、次世

代の太陽電池として、とても注目されている。

有機太陽電池の発電効率を制限する主な要素

として、発電層の厚さが約 100 nm と非常に薄

いことが挙げられる。薄い発電層の使用は、光

を十分に吸収することを困難にするため、優れ

た反射防止技術の開発が必要となっている。 

 本研究では、表面ナノテクスチャ（モスアイ

構造）と多層干渉膜を接続したハイブリッド反

射防止と、高屈折率ガラスを組み合わせたデバ

イス構造について提案し、光学シミュレーショ

ンと実験の双方から検討を行った[1]。 

 

２．結果 

特性マトリクス法をベースとした光学シミ

ュレーションを用いて、反射防止を導入しない

条件、あるいは様々な反射防止を導入した条件

で、ガラス基板の屈折率の変化に対する有機太

陽電池の発電電流の変化を解析した。その結果、

反射防止を行わない場合には、ガラスの高屈折

率化は発電電流を低下させるのに対し、反射防

止構造を用いて表面反射を抑制した場合には、

高屈折率ガラスにより発電電流が増加するこ

とが判明した。この結果は、デバイス表面の反

射防止構造と高屈折率ガラスを適切に組み合

わせることが、性能の向上に重要であることを

示唆している。また、提案する反射防止構造で

は、表面反射を十分に抑制することで、高屈折

率ガラスと表面反射防止の相乗効果を通して、

顕著に発電性能が向上することが明らかとな

った。さらに、提案構造は、大きな入射角で斜

めから光を入力した場合や、テクスチャ形状に

誤差がある場合にも、比較的高い性能が得られ

ることが判明した。 

光学シミュレーションの結果の妥当性につ

いて検証するため、有機太陽電池デバイスを試

作して性能を評価した。その結果、外部量子効

率の変化が、光学シミュレーションによる予測

とよく一致することが明らかとなった。 
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